
(22)+

ト21

医師支える｢母｣
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よりよい医療を握供するに
は､医師の労働環境を整えることも重要な課題である｡増加傾向にある女性医師が活躍するには､子育てと仕事を両立できる仕組みづくりが求められる｡ー

富大は附属病院で働く人を
支援するため､2007年に院内保育施設｢スマイルキッズ｣､1 3年に病児･病後児保育室｢たんばぽルーム｣を開設した｡｢女性が働きやすい環境の整備は全ての人が働きやすい職場づくりにつながります｣と強調する｡

｢M字カーブ｣解消全国で働く女性医師の年齢
をグラフにすると3 0代で急激に落ち込む｡｢3 0代は子育て

富大附属病院病児備後児保育室長　足立陽

世代にあたり､離職を選択する女性が多いようです｣｡子どもが手を離れ尤4 0歳前後から復職するため増加し､グラフはM字カーブを措く｡
一方､音大附属病院では医

師の4人に1人が女性で､その半数が3 0代であり､M字カーブが解消されている｡｢M字の解消は支援体制の充実を示します｡今後の医師確保の鍵になるでしょ1 ■つ｣と力を込

める｡
3 0代は仕事に慣れて中堅と

しての活躍が期待される世代で｣専門医などへのスキルアップを図る博期でもある｡重要な時期だけに､一鹿離職してしまうと､復帰の際に遅れを取31戻すため多大な労力が必要となる｡｢私生活と仕事のどちらかを充実させるため､一方を犠牲にすることは､少子化や女性の活躍推進が叫

女一性医師の支援体制に
つしヽて話す足立さん
-音大附属病院

あだち･ようこ射水市出身､宮山医薬大を卒業後､同大小児科に入局｡
非常勤医などを経て､2010年から現職｡2014年から音大附属病院と

ノやま総合診療イノベーションセンター特命助教｡日本小児科学会専門医｡

ばれる中で本来あってはならないこと｣と語る｡
女性医師が活躍しやすい場

をつくることは'～′医師数の確保に直結する｡現在､富大医車部に通う学生の4割が女性である｡｢これからは､もっと女性医師が増えます｡医師禾足解消や､､医療現場全体の負担軽減にもつながり､より良質な医療の提供につながります｣
約3 0年前､富山医薬大に入

学したころは｢女子は⊥割いればいい方でへ隔世の感があ-ります｣と振り返る｡現在､女性医師の活躍の場は研究や教育にも広がっている｡
｢各私ともに充実している

女性医師の姿は学生の励みになります｣と笑顔を見せ有医師の仕事と4人の子育てを両立させた笑顔の背景には､若者の飛躍を見守る母親の優しさと強さがあった｡

事業計画や役員選任.伊藤氏が記念講演

砺波法人会総会

砺波法人会の総会は2 4
日､南砺市のア･ミューホールで開かれ､今年度の事

業計画が報告の退任など瞳を承認したo
会員約17

た.鴨島柴漕つし､理事金今年度事業許
などが報告期別説明人のほか､税談会､絵瞳

などを関総会後､

富大経済学部に1200万円寄付
･富山で越嶺会総会

音大経済学部の同窓会えつれいかい

｢越嶺会｣の総会は2 4日､宮山市のオークスカナルパークホテル富山で開かれ､

牛季｣

∵▼

勉ナ実

芳県議会議長が順に祝辞を述べ､金森達雄とやま国際センター専務理事の発声で乾杯した｡閉会に際し､石

00万円を同学部に贈った=写音『
寺林敏会長(副知事)が

あいさつ｡中村和之経済学部長､遠藤俊郎学長が祝辞を述べ､中尾哲雄特別参与(アイザック最高顧問)が中村学部長に寄付金を手渡した｡寄付金は学生の留学支優を目的に同窓生から募った｡

総会に続き､会員の梅杢杉野太加良基

､4日に富大か&寺

ら名誉博士願た中尾特別ぬた｡学科拡充凧

県｣些

県立大研驚
かれ､産学童会議の開催飯だ今年慶事池た｡医薬品帯開設など今藤見据え､大盤強化するこ射た｡
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